
◆目標管理者

令和元年度
重点施策

分野：行財政マネジメント
施策：事務事業の効果・効
率の向上

2
　マイナス金利政策の影響により、各種預金の金利等が下落してお
り、公金の運用には困難な状況が続くものと見込まれています。

②
　今後の景気や金融政策の動向を注視しつつ、低金利の状況下において
も確実かつ有利な公金運用に努めます。

②

【取組】
　資金の管理、収入・支出状況を的確に把握し、公金を適正に運用しま
す。

【成果目標】
　日々、資金状況を把握し、より多くの資金を利率の高い定期預金等で運
用できるよう努めます。

分野：行財政マネジメント
施策：財政・財産の適正な
管理運営

1

・「第3次草津市行政システム改革推進計画」のアクション・プランに「公
民連携手法の活用」および「内部事務の効率化」として、これまで外部
委託が進んでいなかった業務について、段階的にアウトソーシングを
導入することが位置づけられています。
・総合窓口との一体的な推進は延期となりましたが、費用対効果を見
極め、限られた経費の中で取り組みが可能な範囲での業務委託の検
討は、引き続き課題となっています。

①
　会計業務の段階的なアウトソーシング化に向け、継続して取組を進めま
す。

①

【取組】
　アウトソーシングに向けたスケールメリット等の問題に対し、業務範囲や
手法を再検討します。

【成果目標】
　業務範囲や手法を再検討し、費用対効果のある委託に向け、関係課と調
整しながら準備を進めます。
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　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）

　２．重点目標 　　３．目標達成のための取組と成果目標 総合計画上の位置づけ
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合計 7 0 0 0 3 10 25,869
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会計課 6 0 0 0 3 9 25,869

特定財源 一般財源

経営層（部長、副部長） 1 0 0 0 0 1 ―

特任 再任用 嘱託 臨時 合計
歳出

（職員費を除く）

《令和元年度　会計課　組織目標》　

会計管理者　　北相模　政和

◆部局の役割・目標像 ◆職員数および当初予算規模
会計規則等に基づく適正な会計処理審査と公金の安全かつ確実な保管に努めます。

◆効率的かつ正確な会計事務に努め、適正な会計処理の審査と迅速な支払い手続きを行います。
　・業務の効率化を図るため、会計業務の一部アウトソーシング化を引き続き検討します。
◆市民の共有財産である公金を適正に管理・運用します。
　・必要な資金の状況を的確に把握し、より多くの資金を定期預金等の安全かつ有利な方法で運用します。

所属

職員数（人） 当初予算規模（千円）

正規

会計課～1～


